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2023-2024年度 会長　佐藤 友紀 （2023年７月７日_同年度第１回目 会長挨拶より）

　これまで「ロータリーをしっかり勉強したことがあるのか？」と言われれば、残念なが
ら、ほとんどありませんでした。しかし、以前から何かの機会に、自分なりにロータリー
を勉強してみよう、そんな思いは持っておりました。
　ロータリークラブは1905 年以来、これまで118 年の歴史があり、全世界には119 万
人の会員。これは間違いなく、それに見合った何かがあるのだろう。そういった確信が
ありました。
　これまで天童クラブで会長を経験された多くの先輩方も、口を揃えて「会長年度は、
どうしてもロータリーの勉強をしなければならない」そんな風におっしゃっております。
2023-2024 年度の第 2800 地区、伊藤三之ガバナーの基本方針は「ロータリーを語ろ
う！」です。そして「ロータリーを語るには、まず勉強しなければならない」とおっしゃっ
ておりました。それらを含めて、今年は自分なりにロータリーの勉強をしてみようと考え
ました。
　天童クラブは近年、若いメンバーが多く増えました。ますますクラブに活気が出て、
大変うれしいことです。そして若いメンバーの皆さまも今後、順番にクラブの幹事、会
長を経験することになります。
　それらを踏まえ、今年は特に、若いメンバーの皆さんと共に、ロータリーを学び、改め
てロータリーの素晴らしさを感じたい、そんな思いが、今年の「会長方針」です。天童ク
ラブのバイブルと言われている「ロータリーの森を歩く」を中心に自分なりに勉強したこ
と、感じたことを例会の会長挨拶を通してお話をさせていただきます。



ロータリーの基本まとめ
―ロータリー哲学・職業奉仕・個人奉仕・例会出席―

ロータリー哲学＝利己と利他の調和（シェルドン）
①商売は儲けなければならないが、やって良いこと・悪いことがある。
②商売人が利益を得る時、同時に顧客も物心両面の幸せを得る。
　＝この場合のみ、企業の発展と社会貢献が調和し、信頼と信用を得ることができる。
③ロータリー哲学＝利他の心を育てる（奉仕）
　●他人を思い、他人に尽くす心
　●初めに利他、結果として利己

このような『ロータリーの哲学』を学ぶ場が例会
①例会における異業種メンバーからの刺激で学ぶ＝『ロータリーの親睦』
②この親睦の為に、ロータリーは同業者を排除＝１業種１社
③『入りて学び、出でて奉仕せよ』

学んだことを実践（ロータリーは実践哲学）
①実践は個人で＝ロータリーは個人奉仕
②例会での親睦で奉仕の心を学び、個人で奉仕を実践する
③『入りて学び、出でて奉仕せよ』

ロータリアンは職業人＝まずは自らの職業で奉仕（利他の心）を実践する
●「利他の心」まずは自らの仕事で実践＝職業奉仕（基本）
●次に家庭や地域社会で実践＝社会奉仕
●外国のために実践＝国際奉仕
●将来を担う青少年の育成で実践＝青少年奉仕
●自らを磨いてくれるクラブ運営への協力で実践＝クラブ奉仕

例会での親睦⇒奉仕の心の育成⇒奉仕の実践⇒１週間経ってまた例会
①この繰り返しでロータリーの心が出来ていく
②例会出席が最も重要　
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ロータリー哲学
―ロータリーは20世紀最大の思想―

ロータリーは社交クラブ。しかし単なる社交クラブではない
＝ロータリー哲学を根底に置く社交クラブ。

利己と利他の調和（シェルドン）
①商売は儲けなければならないが、やっていい事・悪い事がある。
②商人が利益を得る時、顧客もその取引によって物心両面の幸せを得る。この場合のみ、
　企業の発展と社会的貢献が合致し、地域社会からの信頼と信用を得る事ができる。

「利己と利他の調和」＝ロータリーの哲学
①利他の心…最初に「他人を思い、他人に尽くす」心の習慣。
②この思想を形成する場がロータリーの例会。

ロータリークラブ
クラブ自体が奉仕をする団体ではなく、奉仕を実践するロータリアンを育てる団体。
（個人奉仕＝I serve）

行動と理論の調和＝ロータリー思想全ての基になる考え方
①それを知るだけでなく、いかに実践していくか。
②３歳の童子これを知るといえども、百歳の老人なお行い難し。

異質なものであればあるほど自分が磨かれる度合いも大きくなる（人によって磨かれる）
各人が自分を磨く為に異質のものを組み合わせる＝ロータリー運動

良質なロータリアン
①自他を分かたぬ志向を持った人（他人の喜びや悲しみを我が事とする）
②自分と他人を分けない人同士で互いに切磋琢磨
③自分の業界だけでは得られない刺激を受ける＝ロータリー運動
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ロータリーの奉仕
―ロータリーの奉仕＝利他の心―

④人の喜びや悲しみを自分の喜びや悲しみと受け取る心

④奉仕の心＝クラブの運営で実践⇒クラブ奉仕

奉仕（サーヴィス）＝相手を思い、相手の為になるような行為をする事
奉仕＝お金や物を困っている人に施す。或いは無償でボランティア活動
をする事と思いがちだが、ロータリーの奉仕は外に向かって働きかける行為

何を働きかけるか？⇒ロータリーの奉仕＝利他の心
①思いやりの心で相手に尽くす
②他人を思いやり、それを実行にうつす
③「施して忘れ・与えて求めず」＝それが奉仕

職業人の社交のエネルギーを世のため人のために使おう
＝私たち職業人が例会を通じ切磋琢磨し奉仕を実践する

初期のロータリー（１９０５年）＝相互扶助のみ
世のため人のためという概念はなかった。１９０７年に「奉仕」という概念が生まれた
「親睦のエネルギーを自分たち以外の人々の幸せの為に使おう」→大きな気づき

ロータリーの奉仕
ロータリーの第一義　一人一人のロータリアンが「奉仕の心」をつくる事
その場として例会がある（ロータリーの親睦）

１９２３年に奉仕哲学を体系的に打ち立てる事に成功
（決議２３－３４）

二分類法（１９２３年まで）
①親睦をもって奉仕の心をつくる
②その心の実践（奉仕の実践）

四分類法（現在は青少年奉仕を含め５大奉仕）
①奉仕の心（利他の心）＝地域社会で実践⇒社会奉仕
②奉仕の心＝国際社会で実践⇒国際奉仕
③奉仕の心＝自分の商売で実践⇒職業奉仕
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ロータリーの親睦
―親睦で互いを刺激し成長し、自己改善を図る―

楽しい親睦の中に自己改善の要素＝これがロータリーの親睦
①私達は自分の事だけで他人の事など考えない自利中心になりがち

ロータリーの例会に参加する
参加することで、親睦の中に他人の良質な言動に触発され、利己の心を制し利他の心が
出来てくる。だからロータリーの親睦（例会）は尊い。

ロータリーの親睦とは
ただ単に、べたべた仲良くしたり無駄話をぺちゃくちゃすることではない。

ロータリーは「親睦の哲学」
①奉仕の哲学ではない（奉仕は親睦の結果）
②ロータリーの根本＝親睦

親睦の本質＝親睦で自分を磨き自己の人格を成長させる
奉仕の心の形成と、自分を成長させる事はイコール

親睦で互いを刺激し成長し、自己改善を図る
奉仕とは＝自己研鑽・自己改善
しかし自己滅却（自己犠牲）ではない⇒シェルドン

米山梅吉
ロータリークラブは奉仕クラブではない、親睦団体である
異業種の知恵を集めて相和する親睦団体である
その親睦の第一義は「自己研鑽」である

例会での親睦　⇒奉仕の心の育成　⇒実践（循環）
1週間経ってまた例会……この毎週の繰り返しでロータリーの心が出来ていく
⇒米山梅吉「ロータリーは人生の道場である」
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ロータリーの例会
―ロータリアンとして一番大事なこと―

週１回の例会で切磋琢磨し奉仕の心を形成（例会＝心を磨く場）
①例会でのメンバーとの接触で形成された奉仕の心を、社会に出て
　個人で行動に移す（個人奉仕）
②このプロセスを繰り返すことでロータリアンに進化していく

例会に出て心を磨き⇒そこで学んだ心のエネルギーを社会に還元
⇒また１週間たって例会に出る。ロータリーはその繰り返し

だからロータリアンは、例会に出席し自分を磨く為に親睦を行うことを
ロータリー運動の中心に置かなければならない

ロータリアンとして一番大事な場所＝クラブ
ロータリー哲学を自らにどう宿らせるか＝クラブの例会で決まる

ロータリアンとして一番大事なこと＝例会への出席
例会を通じて心を磨き、社会を潤していく＝だから例会出席に厳しい

例会
①週１回の開催＝標準クラブ定款による決まり（月２回以上で可に変更）2019年規定審議会
②例会で心を磨く＝習熟（繰り返す事）が大切。だから出席が大切
③親睦の場の提供＝例会（楽しい交流の中に自己改善のヒント）
④人間の精神的持続限度＝せいぜい１週間（キリスト教の礼拝も毎週日曜日の義務）
⑤週１回の例会出席と１業種１社はロータリーの中心概念

ロータリー思想の魂を磨く場＝例会
①例会＝大切な出会いの場・心と心、知恵と知恵の交換の場
②親睦を通じて磨いた心と知恵を行動に移す＝２４時間奉仕の実践となる
　（ロータリーは個人奉仕）
③『入りて学び、出でて奉仕せよ』
１９４７ー１９４８年　ＲＩ会長　ケンドリック・ガーンジーの言葉
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クラブ奉仕
―自分を磨くクラブへの奉仕―

１９０５年２月２３日ロータリーの初会合
①ポール・ハリス
　ガスターバス・ローア
　シルべスタ―・シール
　ハイラム・ショリ―
②それぞれの職場持ち回りでスタートしたが会員も増え途中から不可能に
　（経営者＝忙しく昼食も取れない）昼食も兼ねホテル等での例会開催

クラブ奉仕
①「クラブ奉仕」とは、所属するクラブを円滑に機能させる為に、クラブ運営に関わるあらゆる
　活動に協力する事
②「クラブ運営に協力する事」＝自分を磨く為のクラブに奉仕するという意味合いから、
　５大奉仕の一つとして「クラブ奉仕」という位置づけとなった
③１９２７年に「クラブ奉仕」という言葉が出来た。それまでは「親睦」
④ロータリーの親睦＝異業種からの刺激で自己改善（例会出席が第一）
⑤出席委員会
　●例会への出席無くしてロータリーの目的は達成できない
　　この基本中の基本を常に奨励する。
　●欠席＝メイクアップを推進する
⑥ロータリアンがロータリーの会合に出席する⇒全て自分を磨く為
⑦「クラブ奉仕」をやるのも、全て自分を磨くためのキッカケとしてやっているのだという、
　目的意識が大切
⑧『頼まれてＮＯと言うなよ！ロータリアン』

ロータリー哲学の中核（ロータリークラブ＝これだけは共通）
①１業種１会員制
　●今はこれも崩れて１業種５会員まで可
　●１業種１会員制は親睦の根本であったはず
②例会出席義務
　●メークの緩和（サインメイク・メイク期間の延長）
　※時代と共に変わってきたが元々のロータリー精神は忘れないように
　　１週間に１回はロータリー哲学の洗礼を受ける例会出席が必要

6



個人奉仕
―個人で利他の心を実践―

改めてロータリーの奉仕とは
①困っている人にお金や物を施す、或いはボランティア的なお手伝いをするだけではなく
②もっと広義において、仕事・家庭・その他社会生活全般において何事も、
　まずは先に自分以外の人の事を考え、人様に尽くす「利他の心」を実践する
③つまり「利己と利他の調和」というロータリー奉仕哲学を例会で学び外に出て実践する

「外に出て実践は」個人で＝個人奉仕
①ロータリーの思想・哲学はロータリアン個人の心に宿るもの
②職業人であるロータリアンが持つ、多くの人を管理する社会管理能力
③５０人、１００人のロータリアンが、クラブで自己研鑽をしたエネルギーを個人で、
　社会の為に使えば、５０通り１００通りの奉仕が可能
④だからロータリーは個人奉仕でなければならない

個人奉仕と団体奉仕
①５０人がひとり一つの奉仕活動を実践すれば５０の奉仕ができる
②自分が中心となり奉仕のグループも作れる。他の団体と協力することも出来る。
　個人であればテリトリーの制約も受けない。多年度にわたり継続することもできる
　⇒だからロータリーは個人奉仕
③団体奉仕＝５０人集まっても１つの事しかできない

ロータリーでの団体奉仕
それはあくまで個人奉仕を促すためのサンプルとしてのみ実施。
ロータリーの財源を使用する場合は、出来る限り単年度に留めるべき

ロータリーは、まずクラブで「親睦のエネルギーを燃焼」させる
①その結果出てくるもの＝「奉仕のエネルギー」
②奉仕のエネルギーの放流については、ロータリークラブは関りをもたない＝個人奉仕
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職業奉仕
―まずは自分の職業で利他の心を実践―

クラブ奉仕・職業奉仕・社会奉仕・国際奉仕・青少年奉仕いずれも根本は「奉仕の心」。
心が奉仕に置かれていれば（利他の心の習慣があれば）全ての行動が「奉仕の実践」
になる

ロータリアンは職業人。第一に自分の職業において奉仕の実践（利他の心）
を行う事。だから職業奉仕が全ての奉仕活動の大元

自らの仕事（職業奉仕）で培った奉仕の考え方（利他の心）を
①更に家庭や地域社会に向けたものが「社会奉仕」
②外国に向けたものが「国際奉仕」
③将来を担う青少年の育成に向けたものが「青少年奉仕」
④自らを磨いてくれるクラブの運営に協力する事が「クラブ奉仕」

「奉仕の心」が磨かれてくると職業奉仕・社会奉仕・国際奉仕・
青少年奉仕、いずれにも偏ってはいけないと理解できるようになる

職業奉仕という言葉＝１９２７年に生まれた
①商道徳を遵守し利益を上げビジネスとして信頼を獲得する＝職業奉仕
②他社では出来ないような良い仕事をする＝これも職業奉仕
③お客様に「あなたの会社のお陰で幸せな生活が送れる」こんなふうに、少しでも
　喜んでもらえたら＝それが最高の職業奉仕

儲けも必要だが、その他に何か考えなければならない事があるのではないか？
職業倫理を提唱する団体としてロータリークラブができた

「自分の会社に関係する人々が幸せを感じる」
その範囲で利益を追求し続ける＝職業奉仕

利己と利他の調和」つまり「自社の利益追求が、人様の為にもなる」
そんな経営をする事＝職業奉仕

自らの仕事を通して世の為、人の為に尽くす
＝（正しい仕事観を磨く）
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決議２３－３４号①
―決議２３－３４号とは何か？―

決議２３－３４号とは
①１９２３年の国際大会で採択された３４号議案
②決議２３－３４号を一言でいえば
　「ロータリーの目的」に基づくロータリー諸活動の方針
　「ロータリーの奉仕と活動に関する基本方針」等の言い方もある
③１９２６年「社会奉仕に対する方針」と改正されたが、社会奉仕限定ではなく、
　ロータリーの奉仕全般に関する方針と解釈するのが定説
④長年混沌としていたロータリーの基本的価値観が決議２３－３４号で整理された
　（６つの項目に整理された）
第 1条「ロータリーとは何か」※ロータリー奉仕理念の定義
第２条「ロータリークラブとは何か」※ロータリークラブの役割
第３条「国際ロータリーの役割」
第４条「ロータリーは実践哲学」
第５条「クラブの自治権」
第６条「社会奉仕活動の指針」※個人奉仕であるロータリーが、クラブで団体奉仕を行う
　　　場合のルール　

決議２３－３４号採択までの経緯
①１９１５年～１９２３年頃ロータリー分裂の危機（ロータリー論争）
　⑴個人奉仕・職業奉仕派
　　奉仕の心を皆で学び、実践は個人で行う
　⑵団体奉仕・社会奉仕派
　　実際に困っている人に対し、団体でも奉仕活動をするべき

１９２３年セントルイス国際大会
①ＲＩ（決議２３－８号）
　ＲＩによる「クラブ自治権の侵害」に該当し兼ねない奉仕活動の実践　　
②反対したシカゴクラブ（決議２３－２９号）
　ＲＩが奉仕の実践をクラブに指示することを禁止する
③この双方を撤回する代わりに決議２３－３４号が採択された
　※２３－３４により「個人奉仕・職業奉仕派」「団体奉仕・社会奉仕派」の論争に
　　終止符が打たれた（第 4・5・6条）これが無ければロータリーは分裂し、
　　今日のロータリーは存在しなかった可能性もある重要なポイント
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決議２３－３４号②
―決議２３－３４号採択までの歴史的エピソード―

１９１０年
身体障がい者に適正な教育をするにはどうしたら良いか？という課題
①オハイオ州トレードＲＣのロータリアンが、或る障がいをもつ子供と出会い
　「お金持ちでなければ適切な教育を受けられない」事実を知る
　（１９１４－１９１５　ＲＩ会長　フランク・マルホランド）
②クラブメンバーの賛同を得て、クラブの名を使って養護学校をつくり、身体障がい者が
　無料で教育を受けられるようになった

エドガー・アーレン
同じ頃、オハイオ州　エリリアＲＣのエドガー・アーレン
①病院経営者（一人息子を事故で亡くす）
②トレードＲＣの話を聞き、エリリアクラブでも養護学校を設立
③エドガー・アーレンは更に全米身体障がい者養護協会を立ち上げた
④「学校設立」という事業は、ロータリー的には個人奉仕の範疇だが、
　クラブの特別財源も使ったことで団体奉仕の意味合いも出て、
　逆に全米におけるロータリー運動の評価が上がった

シェルドンの批判
①エドガー・アーレンが個人奉仕として養護学校をつくり、協会を立ち上げ、
　一生懸命やっているのは良い事だが、身体障がい者教育の為の養護学校設立という
　国家的問題をロータリークラブが解決すべきは論外
②ロータリークラブ＝利他の心で自分の職業を磨こう！という職業人の社交クラブ。
　慈善事業を目的に設立された団体は他に沢山ある

ポールハリスに手紙
①批判を受けたエドガー・アーレンは思い悩み＝ポールハリスに相談
　「あなたを攻撃するロータリアンの考えは間違っていない。勿論あなたがやっている事も
　ロータリー運動に反するとも思わない。あなたの活動がどの範囲で行われたら、
　ロータリーの原則に逸脱しないか？次の国際大会で議題として提案する」
②約束を守り１９２３年のセントルイス国際大会で「３４号議案」として提案実施。
　この議案が「ロータリークラブが団体として社会奉仕を行う事の是非」として大紛糾。
　ロータリー分裂危機をも孕む大論争に発展
③この論争に終止符を打ったのが当時のシカゴクラブ会長を中心に「ロータリーの奉仕の
　実践全般」に関する事を体系的にまとめた『決議３４号』

10



決議２３－３４号③
―第１条・第２条・第３条解説―

第１条　ロータリーとは何か
①ロータリーとは思想である
②「最も良く奉仕する者、最も多く報いられる」の実践原則に基づく
　「超我の奉仕」人生の哲学
③利己と利他の調和－初めに利他－という人生哲学
④ロータリーという思想を守るため（広めるため）クラブができた
⑤現象的には最初にクラブがあったが、その本質を考えていく中で思想を自覚した。
　その思想とは『利己と利他の調和を目的とする人生哲学』

第２条　ロータリークラブとは何か
ロータリークラブとは
①利己と利他の調和を示す２つのスローガン「超我の奉仕」「最もよく奉仕する者、
　最も多く報いられる」この思想を守るローカルなヘッドクオーター（地域ごとの本部）
　としてロータリークラブが存在する
②ロータリー哲学を示す標語（お経）「超我の奉仕」「最も良く奉仕する者最も多く報いられる」。
　この２つを広めるためにロータリークラブという（お寺）がある
③ロータリー哲学を受け入れ⇒奉仕を団体で学び⇒個人として日常生活全てにおいて
　奉仕を実践する人を育てる団体
④「ロータリーは個人奉仕、ロータリーは奉仕クラブではない」＝米山梅吉
　奉仕する個々のロータリアンを育てるのがロータリークラブ

第３条　国際ロータリーの役割（ＲＩ）
国際ロータリーとは何をする団体か
クラブが多くなると全体の利益の為に行動する機関が必要となる。
その意味で、各クラブの完全自治権から３つを行う専門機関として１９２２年に
国際ロータリー設立（ＲＩ）
①奉仕哲学の解明（ロータリーの奉仕哲学を守り全世界へ普及）
②ロータリーの拡大（ロータリークラブを拡大する）
③情報の媒介（クラブ運営方法の標準化と社会奉仕活動の標準化）
※強制ではなく有益な助言を与える（クラブが取捨選択）
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決議２３－３４号④
―第４条・第５条・第６条解説―

第４条　ロータリーは実践哲学
ロータリーは理論と実践の調和－奉仕する者は行動しなければならない -　
①心と行動・理論と実践の調和の中にロータリーは宿る
②ロータリーが実践を打ち出したのは１９２７年～それまでは理論中心
③四分類法（１９２７年）クラブ奉仕・職業奉仕・社会奉仕・国際奉仕奉仕の
　四分類全てにおいて理論も大事・実践も大事⇒各委員会設置
④四分類に分け、理論＋実践にした事で、初期ロータリーの論争や試行錯誤に
　終止符が打たれた　※現在は五分類（青少年奉仕）

第５条　クラブの自治権
奉仕の実践について、クラブは絶対的自主独立性をもつ
①ＲＩは実践に役立つアイディアの提供と情報媒介（それを取るかどうかはクラブの自由）
②しかしＲＩからの次元の高い情報や、他クラブの実践例などには
各クラブ共に謙虚に学ぶ姿勢が必要

第６条　クラブで行う社会奉仕活動の制限（ルール）
ロータリーの団体奉仕は個人奉仕を奨励する為のサンプルとして実施
①まずは社会のニーズを調べ、財政的負担等含め自分達が出来る範囲の事を実施
　（ロータリーの奉仕は、社会的ニーズが出発点）
②既に他の団体がやっている事は側面から援助する方法をとる
③ロータリーは社会奉仕活動の最初のキッカケづくりをして手を引く
　あとはロータリアンの個人奉仕又は他団体に委ねる
④団体奉仕は単年度で完結させる事が望ましい。1カ所に対し何年もという形ではなく、
　毎年新しい所に対する奉仕のキッカケとなるよう
⑤ロータリーの団体奉仕は、会員が個人奉仕をする為のサンプル（実験例）となるような
　教育的性格をもつ
　（クラブが限られた財源で実施＝会員を教育する為のサンプルのみ）

★『決議２３ -３４号』受難の歴史
①１９８４年・１９９２年・２００７年『決議２３－３４号』が手続要覧から
　削除又は削除要請
②日本人ＲＩ理事の尽力によって削除⇒復活
③現在の手続要覧の『決議２３ -３４号』⇒ロータリーの歴史的文書という位置づけ
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標準クラブ定款
―ロータリアンを管理する原則―

標準クラブ定款とは
①『ロータリアンを管理する原則』をまとめたモノ
②ロータリー哲学という理想を求めて集まる人々を組織として管理し目的を
　達成させるための手段
③素晴らしい思想・哲学でも、組織管理の原則が無いと「運動」にならない
④ロータリークラブは『標準クラブ定款を遵守」＝１９２２年以降義務化
⑤ロータリアンが守るべき「共通のルール」。定款があるから世界中どこに行っても
　ロータリークラブはロータリークラブ
⑥「定款・細則」に代表される組織管理の原則がしっかりしていたからこそロータリーが
　１００年以上続いている
⑦『標準クラブ定款』をクラブで改定する事は出来ない
　⑴『標準クラブ定款』の改定は規定審議会の過半数の賛成によってのみ
　⑵第２条クラブの名称・第４条クラブの所在地だけはクラブで改正可能

天童ロータリークラブ定款（抜粋）
◆休会の規定（第７条１節）
　①例会日が祝日又はその週に祝日が含まれる場合　
　②会員の葬儀　
　③流行病・災害　④武力紛争
　　※これ以外も１年に４回迄例会を取りやめることが出来るが３回を超えて続けて
　　　例会を取りやめてはならない

◆出席のルール（出席扱いとなる時間）（第１０条１節）
　①例会時間の６０％以上で出席（１２：３０～１３：３０＝６０分間）
　②６０分 ×６０％＝３６分間⇒１３：０６迄で出席扱い

◆出席既定の免除（第１０条５節）
　①『賜暇』が理事会で承認された会員（正当かつ十分な理由）
　　最長１２ヶ月迄だが、特に健康上の理由の場合、理事会の判断で延長も可
　②出席免除会員
　　⑴ロータリー歴＋会員の年齢＝８５年以上　　
　　⑵但しロータリー歴＝最低２０年以上

◆理事会…ロータリー＝クラブ運営の主体は理事会（第１１条３節）
　①クラブのあらゆる事項について理事会の決定は最終決定
　②理事会決定を覆すには、定足数を得た総会で３分の２の投票が必要
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―クラブ運営のルールブック―
推奨クラブ細則

クラブ細則とは
①クラブの慣習と手続きを盛り込み、標準ロータリークラブ定款を補足するもの。
　標準ロータリークラブ定款と矛盾しない限り、クラブ毎の考えで変更する事ができる
②標準クラブ定款を超えない範囲で、自主的にクラブを運営する為の基本的ルールブック。

天童ロータリークラブ細則（抜粋）
◆定足数（第４条３節）会員総数の３分の１をもって本クラブの年次総会及び
　例会の定足数とする

◆理事会（第４条４節）
　①定例理事会は毎月第１例会後に開催　
　②臨時理事会「会長が必要有と認めた場合」「理事者２名の要求有る時」
　③理事会の定足数＝理事会メンバーの過半数

◆採決の方法（第６条）
　本クラブの議事は役員及び理事を投票によって選挙する場合を除き口頭採決とする

◆会長不在の場合は…（第１条３節）
　会長が例会を休むと、エレクトではなく「副会長が代理で挨拶」これもクラブ細則による規定

◆新会員の承認（第１１条５節）
　①７日以内に会員の２名以上から反対
　　（理由を付記した書面による異議）無い限りは入会金を納める事により承認
　②２名以上からの異議ある場合、理事会において票決を行う

◆決議（第１２条）
　事のいかんを問わず本クラブを拘束する決議または提案は、理事会によって
　審議された後でなければ本クラブによって審議されてはならない
　①理事会が全議案に対する先議権をもつ
　②理事会決定を覆すには３分の１以上出席の例会で３分の２以上の賛成

◆原則の遵守（第１５条）会員は、ロータリーの奉仕哲学を示す社会奉仕に関する
　決議２３－３４及び職業奉仕の規範であるロータリー職業倫理訓を遵守し、
　実践するものとする
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国際ロータリー（ＲＩ）
―全世界のロータリアン・クラブを管轄する組織―

国際ロータリー世界本部（ＲＩ本部）＝ワン・ロータリー・センター
①アメリカ　イリノイ州　エバンストン
②シカゴ中心部から電車で３０分・アメリカ屈指の高級住宅地
③ノースウェスタン大学を中心とした大学の町
④１９９１年よりＲＩ世界本部と改称（それまではＲＩ事務局）
⑤ＲＩ会長執務室・ＲＩ事務総長が常勤
⑥職員約５００名が全世界の地区ガバナー及びクラブの為に働く
⑦ロータリークラブが連絡調整業務を委託（委託料＝人頭分担金）
⑧他、世界に７つの事務局（日本＝東京）
　スイス・インド・アルゼンチン・ブラジル・オーストラリア・韓国

ＲＩ事務総長（ジョン・ヒューコ）
①ウクライナ・キエフＲＣ・弁護士（一般公募で事務総長に選ばれた）
②ＲＩ事務総長の任期＝５年（再任可）
　（ＲＩ会長＝１年・ＲＩ理事＝２年・ＲＩ委員会＝毎年変わる）
③国際ロータリーとロータリー財団を束ねる実質的な最高権力者
　（ＲＩの実質運営は事務総長に一任＝非常に大きな影響力）

ＲＩの職員（約５００名）
①４１カ国・５６の言語を扱い、エバンストン職員の約半数は英語以外に
　最低一カ国語が話せる
②翻訳部の職員は公式文書をフランス語、スペイン語、ポルトガル語、日本語、韓国語に
　翻訳して刊行
③ＲＩ職員の具体的業務　
　⑴ロータリアンやクラブへの情報提供（電話・メール・手紙・ＦＡＸ）
　　・「訪問先の町にあるクラブの例会日時を知りたい」ロータリアン
　　・「執筆中のスピーチ原稿に使える事例を探している」ＲＩ役員
　　・「人道的プロジェクトの補助金を探している」クラブ
　⑵ロータリアンとクラブに刊行物・名簿・動画・ウェブ等々の情報提供
　⑶ロータリー財団を含めたロータリークラブの広報活動
　⑷国際会議や大会の手配
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国際ロータリー（ＲＩ）②
―全世界のロータリアン・クラブを管轄する組織―

国際ロータリー（ＲＩ）とロータリークラブ
①クラブ自治権が大原則（ＲＩ＝ロータリークラブの上部団体ではない）
②ロータリークラブがＲＩに連絡調整事項を委託（委託料＝人頭分担金）
　⑴奉仕哲学の追求
　⑵ロータリーの拡大
　⑶情報の媒介
③全世界にロータリークラブをつくって、奉仕理念を継承し、連絡調整する
　専門事業団体が国際ロータリー（ＲＩ）

事務総長（ＲＩ本部事務方のトップ）
①会長、理事会、委員会は毎年変わるが、事務総長と事務局職員は長期的な視野で重要な
　問題を検討することができ、ロータリーの政策や手順に継続性を与える
②ＲＩ会長に比べて目立たない存在だが、大きな影響力を持っている

人頭分担金
①例えば１クラブ１００＄の負担と仮定
　会員１０人＝１人１０＄　　１００人＝１人１＄
　会員数多いほど負担が少なくなるのはおかしい
②チェスリー・ペリー
　ＲＩの総費用 ÷全世界のロータリアン総数＝人頭分担金
　クラブの大小にかかわらず同額の負担

規定審議会（ロータリーの立法機関）
①３年に一度、世界中のロータリー地区の代表者が立法案の審議と投票を行う
　極めて重要な会議（１地区１名の代表議員）
②ロータリーの組織規定に変更を加える制定案と、ＲＩ理事会の見解を表明する
　見解表明案について審議と投票が行われる
③以前は国際大会が全世界の最高議決機関だったが、ロータリーの拡大により
　１９７０年から規定審議会が最高議決機関
④規定審議会での決議を具体化⇒ＲＩの理事会（１７人）日本では毎年理事を出せる
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ロータリー財団
―世界で良いことをしよう！―

アーチ・Ｃ・クランフ
（ロータリー財団の創始者）
１９１７年　ＲＩ会長
⇒国際理解と親善を目的とした基金を提唱
①ロータリーでお金をプールし、
　お金のない人達に供与すれば「国際奉仕」の実践が容易になる
②アーチ・クランフ提唱基金のスタート（２６＄５０セントしか集まらない）
③アメリカ国内の免税措置（税額控除）等もあり
④１９３１年正式に『ロータリー財団』が発足（公益信託制度）

ロータリー財団設立時の考え方
①ロータリー財団にお金を集め⇒ロータリーが存在する国に若者を留学、勉強させれば
　⇒若者は自分を育ててくれた国に悪意を持つことはない
②自分が学んだ国の良いところも悪いところも知って、国際関係を健全に育てていく
　事ができるだろう

現在のロータリー財団＝「世界で良いことをしよう！」
ロータリーの奉仕の理念に基づき、人々の健康状態を改善し、教育への支援を高め、
貧困を救済することを通じて世界理解、親善、平和を達成

ロータリー財団２つの特徴
　⑴一般的奨学制度…アメリカならアメリカに来る人に奨学金を出す
　⑵米山奨学金も同様…主に東南アジアから日本への留学生に奨学金
しかしロータリー財団は
①どこの国の人でも、どこの国にでも行く事が可能
（学生が行く場所、戻る場所を固定しない）唯一、ロタリークラブがある事
②財団＝本来、元本には手を付けない。元本の運用利息を事業に支出
　⑴ロータリー財団は基本元本を持たない（元本＝ロータリアン）
　　ロータリー財団は 1億集まったら、その 1億円を使う
　⑵しかしその後、財団の安定財源として恒久基金も設立（ベネファクター）

ロータリー財団に寄付をする
①寄付行為自体は奉仕の実践にはならない
②寄付自体が奉仕の実践ではないが、奉仕の実践を前提にお金を預けた
　＝国際奉仕前提のお金の預託（大変良いことである）

www.rotary.org/ja
Rotary International より
「ロータリー財団」について参照

17



ポール・ハリス
―ロータリーの偉人―

ロータリーの創始者

１８９６年（明治２９年）シカゴで弁護士開業
①２年ほどで弁護士業も多少安定⇒シカゴという街を見つめ直した
②シカゴに住む人間の冷たさ、心の渇きを感じた
③シカゴの街の職業人の孤独感を救済し、心の渇きを癒したい

ある日先輩弁護士の別荘に招待される
①その弁護士が面倒をみた依頼人達との社交クラブ
　弁護士と依頼人の強い信頼感をベースとした楽しそうな交流
　「これだ！この親睦だ！」
②４年間沈思黙考⇒１９０５年（明治３８年）
　ロータリークラブという親睦団体をつくり親戚づきあいをしよう！
　しかし、同業者同士では腹の中で何を考えているか疑心暗鬼になる
　１業種１社にしよう⇒そうすれば本当の親睦が得られるだろう
　※事務所持ち回り（輪番制）で会合⇒ロータリークラブ

有名な話
①なぜあなたはロータリーをおつくりになったのですか？
　⇒「ただ寂しかった。それだけです…」
②ロータリーを一言で言えば？
　⇒「トラレイション（toleration）＝寛容」（佐藤豊彦PGの資料より）

①１８６８年生（明治元年）～１９４７年（昭和２２年）
②大学生になった頃、シカゴに２、３日滞在した事がその
　後シカゴに住み着くきっかけ⇒シカゴがロータリー発祥
　の地にもなった
③１９１０年結婚（ジーン・ハリス）～１９４７年（昭和２２
　年）７９歳で逝去するまでシカゴ在住（ご夫妻に子供は
　いなかった）
④弁護士資格取得～大学卒業後「人生経験の為５年間の愚行＝放浪の旅」
　●この旅で広い人脈ができた
　●ジョージ・クラーク（大理石商）との出会い～ポールの資質をかって金銭的面倒をみる
　　～その後全米ロータリークラブ副会長
　●見学に行ったシカゴ万博で米山梅吉が通訳として働いていた
　　（ここでは２人に接点はない）

www.rotary.org/ja
Rotary International より
「ポール・ハリス」について参照
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フレデリック・シェルドン
―ロータリーの偉人―

「奉仕に徹する者に最大の功徳あり」
①１９１１年全米ロータリー連合会で発表＝万雷の拍手
②その後いくつかの流れがあるが、ロータリー哲学の基本となる第１標語、第２標語共に
　ロータリーの哲人シェルドンがつくったという事で１９２３年に採択された
　（決議２３－３４）

ロータリー運動を全米に拡大する初代委員長＝シェルドン
しかし、シェルドンはこの役割に熱中し、やり過ぎて解任される

シェルドンは１９３０年に途中退会（退会理由…或るロータリアンの推測）
①次第にシェルドンの奉仕理念（職業奉仕）以上に社会奉仕活動が
　重視される傾向になった
②１９２７年に四大奉仕（クラブ奉仕・職業奉仕・社会奉仕・国際奉仕）が制定され、
　シェルドンの奉仕理念（職業奉仕）が４分の１に格下げされた事が最大の理由ではないか

１８６８年（明治元年）～１９３５年（昭和１０年）
①初期のロータリーの指導的人物
②ロータリー　第一標語「超我の奉仕」
第二標語「最もよく奉仕する者、最も多く報いられる」

①ミシガン大学卒業（経営学・販売理論に精通）⇒教育書の
　セールス（優秀）

１９０８年頃入会

　⇒出版社経営⇒シェルドン式販売学専門学校
　※売り手と買い手＝信頼関係が必要（相手の身になって考える）
②大学で習った経営理論と経営の現場での乖離（かいり）
③商売上の賄賂・相手をだまして粗悪な商品を売る・「買主注意せよ」に代表される
　非倫理的商慣習
④そんな時代、シェルドンの商売に対する考え方は「商売は利己主義ではダメ・職業は
　社会の利益にならなければならない」
⑤ちょうどこの頃、同様に大都会シカゴの悪しき商習慣に疑問を抱いていたポール・ハリス
　と出会った

www.rotary.org/ja
Rotary International より
「フレデリック・シェルドン」について参照
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フレデリック・シェルドン②
―ロータリーの偉人―

決議２３－３４
①超我の奉仕（第１標語）
②最も良く奉仕する者、最も多く報いられる（第２標語）
　※タライを自分の手前に引く（自利）⇒水は向こうにこぼれる
　　タライを向こうに押せば　（利他）⇒水は自分の方にこぼれる
　　これがロータリーの奉仕＝初めに利他・結果として利己

シェルドン（奉仕と利益の因果関係）
①サービス (奉仕 ) が先＝原因
②その結果が利益＝結果

初めに「利他」結果として「利己」
この調和の法則を例会で勉強して得たものを社会に還元していこう⇒ロータリーの奉仕

シェルドンの２つのモットー（第１標語・第２標語）
①『超我の奉仕』
　サービス（奉仕）を自己の利益や都合より優先させよう
②『最も良く奉仕する者、最も多く報いられる』
　利益はサービスの結果である。相手のために最善のサービスをすれば結果として
　最大の金銭的な利益と大きな精神的満足を得る事ができる

『初めに利他』の思想こそ「ロータリーの奉仕」の核心
しかし、これは利益を求めて奉仕するという「功利主義」的な思想ではなく、他者に尽くす
事が自らの幸せ (喜び ) であるという、他者への奉仕自体を目的とする「利他主義」の思想。
利益はあくまで結果

ロータリーは事業者の集まり
「サービス（奉仕）」は、まず自らの職業で発揮される。これを「職業奉仕」と呼ぶ。
自らの職業のサービスレベルを高め社会に貢献できるよう努めることがロータリアンの
最優先課題

ロータリー広義のService( 奉仕 )
＝世のため・人のために尽くす
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ガイ・ガンディカー
―ロータリーの偉人―

①初期ロータリーのバイブル・教科書と言われる
　「Ａ Talking　knowledge of Rotary」の著者
　日本語版「ロータリー通解」として小堀憲助訳
②１９２３－２４　ＲＩ会長
　⑴決議２３-３４採択時＝ＲＩ会長エレクト
　⑵１９２３年関東大震災時のＲＩ会長
　　＝日本に義援金（３億円以上）
③１８７３年（明治６年）～１９６０年（昭和３５年）
　レストラン経営・全米レストラン協会結成・弁護士登録

日本のロータリアンへの影響
①昔から日本ではガイ・ガンディカー信者が多い
②小堀憲助先生の存在が大きいと思う

小堀憲助
①１９２６年東京生～２０１７年６月９日逝去
②中央大学名誉教授・弁護士
③ロータリー研究家・長崎大村北ＲＣ名誉会員～一旦ロータリーを離れ～田無ＲＣに復帰
④千種会 (ちぐさかい )を主宰
　⑴昭和４６年設立・ロータリー理論研究会・全国１６支部
　⑵ＲＣの基礎理論を体系的に勉強できるよう全国５０名の同志で設立
　⑶最初は全国主要都市の千種会リーダーが講師を担当。しかし、ロータリーの原理原則を
　　体系的に講義できるのは小堀憲助先生しかいない
　　⇒小堀憲助が全国の千種会で講義（良い話多いが毒舌）　　
　⑷ロータリー理論研究の為「Ａ Talking knowledge of Rotary」が必要
　　⇒当時のＲＩ会長に手紙を出し入手
⑤著書
　⑴ガイ・ガンディカー「ロータリー通解」翻訳
　⑵「ロータリー・クラブ」－その理論と実態と批判－

第 2800地区HPより
鈴木一作氏（寒河江RC)
「ガイ・ガンディカー」について参照
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ガイ・ガンディカー②
―ロータリーの偉人―

「Ａ Talking knowledge( ナレッジ ) of Rotary」初期ロータリーのバイブル
①１９１５年頃「ロータリーの基本理念と原則を１冊にまとめよう」
②ロータリーとは何か・ロータリーのイロハ・ロータリー入門
③国際ロータリー理論及び教育担当委員会が担当委員長＝ガイ・ガンディカー

ガイ・ガンディカーが考える『ロータリー観の根本』
①ロータリーは自分・事業・業界・社会を向上させる運動である
②究極の目的は真のロータリアンを育てること（Grow Rotarian）
　※ロータリーの目的の神髄

ガイ・ガンディカーが考える『ロータリークラブの目的』
①会員一人一人の向上
②会員事業の向上
③会員の同業者・業界の向上
④会員の家庭・地域・国ならびに社会全体の向上

ガイ・ガンディカーの考え方は以下に受け継がれていった
①決議２３－３４冒頭文書
　ロータリーにおいて社会奉仕とはロータリアン全てがその個人生活、
　事業生活および社会生活に奉仕の理念を適用する事を奨励育成する事
②ロータリーの目的（第３）
　ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社会生活において、
　日々、奉仕の理念を実践すること

ガイ・ガンディカーが考える『例会』
１回の例会に出て「ロータリーは素晴らしいとはならない」
１０年、２０年という時間軸の中で例会から受けた刺激の積み重ねから、体質が改善し
ロータリーの素晴らしさが理解できる
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チェスリーＲ・ペリー
―ロータリーの偉人―

１９１２年 国際ロータリークラブ連合会　
初代事務総長（３２年間重責を担った）
①１８７２年（明治５年）～１９６０年（８７年の生涯）
②１９１０年全米ロータリークラブ連合会　幹事

１９１０年 全米ロータリークラブ連合会　
⇒１９１２年国際ロータリー
クラブ連合会　⇒１９２２年国際ロータリー（ＲＩ）
ロータリーの拡大と親睦の追求、この相反する２つを調和させる方法
として、クラブが持つ完全自治権から次の３つを預かる組織を発足
①奉仕哲学の追求　
②ロータリーの拡大　
③情報の媒介

ポール・ハリス
①私が創ったロータリーに共通の原則をつくり千差万別の各クラブを
　統括するマネジメント（チェスリー・ペリー無しには出来なかった）
②ロータリーは自分がつくったが、組織としての管理原則を生んだのは
　ＲＩ初代事務総長のチェスリー・ペリーである（ビルダー・オブ・ロータリー）
③ロータリーの理念＝ポール・ハリス、組織管理＝チェスリー・ペリー
　２人の役割分担でロータリーが形成・発展

全米にロータリーを広げる初代宣伝拡大委員長＝シェルドン
シェルドンが拡大委員長の職務に熱中しすぎ会員がついていけず解任
①解任されたシェルドンの後を受けたのがチェスリー・ペリー
②チェスリー・ペリー＝あっという間に全米に１５クラブが誕生
　※更に、在任中チェスリーの指揮で「世界５，０００クラブ以上に拡大」

１９４２年高齢のため退任
その１０年後　⇒名誉事務総長の称号を打診されたが、１ロータリアンである事を
誇りにしたい　⇒名誉事務総長を辞退

www.rotary.org/ja
Rotary International より
「チェスリーＲ・ペリー」について参照
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アーチC・クランフ
―ロータリーの偉人―

ロータリー財団の創始者・ロータリー財団の父
①１８６９年（明治２年）～
　１９５１年（昭和２６年）８２年の生涯
②貧しい家庭に育った～
　学校を辞め働きながら夜学（経済的苦労）
③製材所に就職（出世）～社長
　～オーナー
　～ 1913クリーブランドＲＣ会長
１９１６－１９１７　ＲＩ会長
『世界で良いことを続けていくには基金の創設が適切である』
①団体奉仕はテリトリー内でしかできない。国境をも超える国際奉仕は
　個人奉仕だからこそ可能（しかし外国に行く＝お金がかかる）
②お金の部分は個人では難しい。ロータリーでお金をプールし「奉仕は
　したいがお金が無い」人達に供与すれば「国際奉仕」の実践が容易になる

国際理解と親善を目的とした基金を提唱
①ロータリーは精神的奉仕、金を出す奉仕ではない
　⇒多くの反対論や、それ以上に無関心なメンバーも多かった
②ポール・ハリス「いろいろ問題はあるだろうが、親睦論から出た全ての
　概念に『寛容』であるべき。お金が無ければどうにもならない事もある
③アーチ・クランフ提唱基金のスタート（最初は２６＄５０セントのみ）

その後、本来は国がやるべき事業（国際理解・親善）をロータリーという
民間団体がやっている⇒アメリカ国内の免税措置（税額控除）対象
①１９２８年　正式に『ロータリー財団』が発足
②現在は年間４００億円を超える寄付（日本１８億円程度）

１９４７年　ポール・ハリスが遺言のように…
①第２次世界大戦が起こり悲惨な形で終了。ロータリー運動の善意を蔓延させ、
　第３次世界大戦だけは何としても防がなければならない
②ロータリー財団にお金を集め、若い世代に外国留学を体験させ、相互理解を深め、
　戦争の勃発を予防しよう！（ロータリー財団が急激に脚光浴びる）

ロータリー財団の使命
①人々の健康を改善
②質の高い教育を提供
③環境保護に取組み www.rotary.org/ja

Rotary International より
「アーチC・クランフ」について参照

④貧困を無くす、を通じて世界理解・親善・平和の達成に寄与
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スマイル
―出したい時に、出したい人が出す―

スマイル（ニコニコ箱）＝現在は日本だけ
①スタートは１９０５年シカゴクラブの「欠席者は５０セント」の罰金箱
②ポールハリス「会員記念日やお祝い事にも…と提唱」日本にも伝わった？

昭和１０年　東京ロータリークラブの社会奉仕委員
①施設の子供達を玉川園（遊園地）に招待してお土産を持たせて帰らせたい
　⇒しかしお金が無い（本会計は使えない）
②或る会員があり合わせの段ボール箱を持って会員の席を回り、軽妙なしゃべりで
　会員の慶事を発表し、６００円の募金を集めた
③そのお陰で社会奉仕事業が出来たので、その後も何かある毎に段ボール箱を持ち出し、
　募金を集め「社会奉仕の財源」にした⇒スマイルの始まり

スマイルに厳格なルールは無い
①天童ＲＣクラブ細則に「気軽にスマイルできるように勤め、スマイルカードを
　例会で発表して…」程度の記載。勿論定款にもない
②クラブによっては「本人が使途を指定できる等」様々なやり方がある

本会計の不足の補填にスマイル利用できるか＝ＮＯ
①特別会計の収入は通常会計に転用できないのが原則
②目標の立てられないスマイル財源を年間予算の中に組み入れる
　⇒理屈に合わない

天童ＲＣの使途
①会員記念日プレゼント
②地区補助金活用の社会奉仕事業
　（総額の１/３以上をクラブから拠出がルール⇒スマイル会計から支出）
③天童市社会福祉協議会の歳末助け合い募金（家族会ビンゴ収益にプラス）

出したい時に、出したい人が出す＝スマイル
出した人が尊い訳ではない・出さない人が卑しい訳ではない
⇒これが大原則
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ロータリーソング
―場の雰囲気を和ませ、一体感を演出―

創立当初のシカゴクラブは「会員同士の親睦と相互扶助」が主目的だった
①１９０７年、ポールハリスが主目的に「社会貢献・クラブ拡大」を追加
②更にシェルドンが「奉仕の必要性」を強調し出した頃から「親睦・互恵派」ＶＳ
　「奉仕・拡大派」で激しい議論が交わされるようになった

ロータリーソングの始まり
①そんな雰囲気を和らげようと、ある時例会で、歌好きのハリー・ラグルスが
　皆で歌を歌うよう呼び掛けた。その後例会ではハリーの指揮で歌う事が習慣となり、
　それが全米のクラブに波及して行った
②別の説
　ロータリーの創立間もない頃の例会の晩餐会の席上、話題が途切れた時に、
　ハリー・ラグルスの呼びかけで歌を歌うようになった
　（いずれにせよ、場の雰囲気を和ませ、一体感を演出するためにハリー・ラグルスの
　リードでロータリーソングが始まった）

今はアメリカでもロータリーソングを歌わないクラブも多いが、日本では今も多くの
クラブでロータリーソングを歌っている（日本人＝伝統や習慣を大切にする）

ロータリーソング（世界で１４０曲以上）♪
日本で最も古く、最も歌われている２つの曲 １９３５年（昭和１０年）京都地区大会～

奉仕の理想
　⑴京都ＲＣ会員　作詞：前田和一郎
　⑵当初の歌詞「世界に捧げん我らの生業」⇒「御国に捧げん我らの生業」
　　戦時下という時勢から、時の村田省三ガバナーから変更要請
　⑶終戦後、前田が亡くなる前、知人に「世界に捧げん…」に戻して欲しい

我らの生業
　⑴作詞：高野辰之・作曲：岡野貞一（共にロータリアンではない）
　⑵「ふるさと」「春の小川」「もみじ」超有名唱歌の名コンビ
　⑶この二人がロータリーソングをつくる事になった経緯は不明

手に手つないで（東京ＲＣ会員　矢野一郎）
　⑴昭和２６年大阪地区大会～「丸くなって・手をつなぎ歌う」慣例が始まった
　⑵昭和２８年『それでこそロータリー』も作詞作曲
　　※上記３曲共に昭和１０年・昭和２６年に公募して入選した楽曲
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12 pt

ロータリーの友
―日本語の月刊機関誌―

ロータリーの友誕生
①昭和２７年大阪地区年次大会
　日本の地区が東日本と西日本の２地区に分割される
　ことが決まっていた
②ロータリーの数が増えれば地区分割もやむを得ない。
　しかし、諸活動全てが別になってしまうのが残念
③地区が分かれても「自分たちの情報を共有化する
　ツール」を持とう
④昭和２８年日本語の月刊機関誌発行決定
　⑴月刊誌・名前＝ロータリーの友
　⑵価格＝５０円（現在＝２７５円）
　⑶発行部数＝当初３，３００部（現在　約９０，０００部）

変遷
①縦書きにするか横書きにするかで意見が分かれ全会員による一般投票
　２対１で横書きに決定
②創刊号＝富士山の表紙
③その後、俳壇、歌壇などを縦書きで入れることになり、昭和４７年 1月号から縦書き、
　横書きを分け、それぞれに表紙をつけた
④昭和５２年標準ロータリークラブ定款の改定（公式地域雑誌の規定）
　ＲＩ機関誌『The Rotarian』以外に『ロータリーの友』も会員義務を果たす雑誌として
　承認された（世界で３０誌以上）
　　⑤２００３年 7月 1日『ロータリーの友』ホームページを開設
　　⑥２０１４年 1月号から『ロータリーの友』電子版発行（毎月１日に更新）

『ロータリーの友』編集方針
①基本方針＝ロータリーの雑誌はロータリーのあらゆる面にわたってロータリーの
　目的を推進するために存在する
②ＲＩ方針や全世界のロータリアン、ロータリークラブの活動を国内の会員に紹介して、
　海外のロータリー活動に対する興味を高める
③国内の地区、ロータリークラブおよび会員の活動状況を紹介して親睦を図る
④国内外における各種ロータリー情報を掲載することでロータリー精神の養成、
　ロータリー活動の発展に寄与する
⑤佐藤豊彦ＰＧも推奨 「ロータリーの友を読みなさい」

1953年 1月号　創刊号

Rotary International
ロータリーの友HPより
「ロータリーの友」について参照
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メークアップ
―自クラブ例会欠席を補填―

メークアップとは
①所属するクラブの例会欠席の「前後２週間以内に」、他のロータリークラブの
　例会に出席し、自クラブ例会欠席を補填する事
　（前後２週間⇒同じ年度内・２０１９年の規定審議会で定款変更）

②なぜメークアップが必要なのか
　⑴出席＝ロータリアンの義務（３大義務＝会費納入・雑誌購読・例会出席）　
　⑵メークアップ＝「とり戻す」といった意味合いもある

③他のクラブでメークアップをした時
　⑴そのクラブの幹事から「出席証明書」をもらい、自クラブ幹事、または出席委員会へ提出
　⑵自動的に送ってくれるクラブもある
　　（天童３クラブ＝出席証明不要・自動的に事務局に送られる）
④サインメーク　
　⑴サインメークの是非。「本来あるべき形ではない」が正しいと思うが、ロータリーを
　　総合的に維持して行く為のやむを得ない措置？
　⑵移動例会のお知らせ
　　「この日、そのクラブは移動例会なので、通常例会の会場にはいないので注意して下さい」
　　というお知らせが本来の目的？
　⑶決して、サインメークをする為のスケジュール表ではないが、
　　今は多くのクラブで「サインメークの案内」といった形で是認されている
　⑷ロータリーの出席とは「例会場に行く事ではなく、ロータリーの活動に参加する事」
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Ｓ.Ａ.Ａ
―サージェント・アット・アームス―

①Sergeant－At－Arms（サージェント・アット・アームス）
　守衛官・英国議会での、院内の秩序維持の役職

②１９０６年　シカゴクラブが初めて正式な役職にした
　⑴昔から欧米の社交界には会合の秩序維持の為にＳＡＡを置く習わし
　⑵シカゴクラブ最初のＳ.Ａ.Ａはポール・ハリスを含めた３名

③会場の秩序を守る最高責任者（現場監督）
　場合によっては例会中の秩序維持には会長以上の権限を有する
　⑴席は足りているか　
　⑵食事は行きわたっているか　
　⑶資料は配られたか　
　⑷例会中の私語の注意指導　
　⑸無断退席者への注意

④多くのクラブで、ロータリーを熟知した会長経験者が選出される

⑤ロータリーのタスキ
　⑴Ｓ.Ａ.Ａ＝赤いタスキ（会場監督）
　⑵親睦委員＝青いタスキ（ビジターや会員のお世話をする）
　⑶或るクラブで先輩からのアドバイス「左肩から掛けるとロータリー
　　バッジが隠れるから右肩から掛けた方が良い」
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クラブ協議会総会
―クラブ運営の様々なテーマを話し合うための協議会―

クラブ協議会とは
①クラブの理事・役員・委員長や、会員全員による会合で、クラブの活動計画、
　年間目標、年間スケジュール、委員会活動や会員教育等々、クラブ運営における
　様々なテーマを話し合う為の協議会
　
②通常クラブ協議会はガバナー補佐の出席を求め、年に４～６回程度開催

③天童ロータリークラブ
　⑴７月第１例会＝会長方針・活動計画・予算・年間スケジュールの確認
　　※ガバナー補佐出席
　⑵１２月第４例会＝各委員会上半期総括及び下半期の確認
　⑶６月第４例会＝１年間の総括
　⑷４月中旬＝第１回次年度理事・委員長協議会（次年度会長方針）
　⑸５月下旬＝第２回次年度理事・委員長協議会（次年度委員会計画）
　　※ガバナー補佐出席
　　
　　※さすが歴史と伝統の天童ロータリークラブ。先輩方がしっかりした流れを作ってくれた
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地区補助金

未来の夢計画
①２８００地区＝２０１３－１４年度にスタート
②ロータリー財団年次寄付の半分を３年後に地区に戻し、使い途も地区に裁量権を持たせ
　クラブの活性化を図る
③ＤＤＦ（地区活動資金）・ＤＤＦの半分が地区補助金
　District Designated Fund（デイストリクト・ディジグネイティド・ファンド）
④裏は、ロータリー財団の仕事を地区に投げて、財団の負担を軽くし、
　合理化を図ることではないか？（あるロータリアンの見解）

２８００地区ロータリー財団への寄付の実態（2018年時点）
①財団への寄付目標　１５０＄／１人
②１５０＄×１，６００～１，７００人＝２４万～２５万＄
③しかし寄付の実態は１５万～１６万＄
④１５万＄×５０％×５０％＝３万～４万＄⇒４００万円程度

地区補助金
①ＤＤＦの半分が地区補助金
②クラブが自由に使える（ロータリー財団の基本理念に反していなければ）
③毎年予算総額 ×１５０％程度の申請
④地区財団・補助金小委員会で精査し配分（申請額通りには配分できない）
⑤毎年３０件程度の申し込み
　（社会奉仕系圧倒的多数・教育系１/３・健康系＝数％）

もうひとつ「グローバル補助金」
①海外プロジェクト中心・使用目的＝財団の重点分野限定
　（紛争予防・疾病予防・識字率向上・水と衛生・母子の健康等）
②尚且つ、海外クラブと合同で申請⇒かなりハードルが高い
③２８００地区＝３年間で３件の申請のみ
④全て天童東ＲＣ＝タイのスリーウオンＲＣ（日本人主体クラブ）との
　合同事業⇒僻地に浄水器を贈るプログラム
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―ロータリー財団使命の実践―

社会福祉法人 羽陽の里（高擶）に
地区補助金を活用し、リハビリ器具
一式を贈呈（2023年 11 月 29 日 ）



それは寛容である
ロータリーを一言でいえば…

―寛容＝toleration( トラレイション )―

『ロータリー、それは toleration( トラレイション )、つまり寛容であると…』

『寛容』とは
①人の言動を受入れる・人の欠点を責めない・他人の過ちを許す・我慢する

②「寛」…気持ちにゆとりがある
　「容」…受け入れる・許す　　

③寛容さを身に着けるには…
　相手を否定しない・自分の意見を押しつけない・完璧主義にならない

④ロータリーの親睦の根底には「寛容」が無ければならない。ロータリーの第一は「親睦」
　⇒つまりロータリーは「寛容」でなければならない

『利他』と『寛容』がロータリーの根本思想であるならば
①ロータリーが世界に広がり、１１９年間続いてきた事に疑問は無い

②特に経営者・管理者であるロータリアンにとっては『利他』と『寛容』
　こそが最も大切にすべき心の習慣ではないだろうか

③『利他』と『寛容』この２つを学ぶだけでもロータリーに入会した価値があるのではないか
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１９１２年ポールハリスが健康上の理由から全
米ロータリークラブ連合会（現ＲＩ）の会長を
退任した。

その時の質問「ロータリーを一言でいえば？」
ポールハリスは躊躇なくこう答えた。

www.rotary.org/ja
Rotary International より



入りて学び、出でて奉仕せよ

ロータリーは社交クラブである。しか
し単なる社交クラブではない。ロータ
リー哲学を根底におく社交クラブ

ロータリーとは何か

利己と利他の調和（シェルドン）
『人の為に尽くす事が、結果として自
らの利益に繋がる』

ロータリー哲学とは何か

奉仕する団体ではない。
『奉仕する人を育てる団体』ロータリークラブとは

第一標語  超我の奉仕

意味する所は共に＝利他の心

Service above self

第二標語  最もよく奉仕する者、
                最も多く報いられる
He profits most who serves best

ロータリー哲学を表す
２つの標語

商売人が利益を得る時、同時にお客様も物心両面の幸せを得
る。その場合のみ、企業の発展と社会貢献とが一致して、商
売人として最も大切な信頼と信用を得る事が出来る

利己と利他の調和⇒嚙み砕くと「ロータリー哲学＝利他の心」
（１）まず最初に他人を思い、他人に尽くす心
（２）仕事・あらゆる人間関係・家庭・人生全般において

ロータリーの奉仕＝何事においても初めに利他を実践する事
が、結果として利己になる（打算的ではなく）
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利他の思想を形成する場＝ロータリーの例会08

07

01

▼

ロータリー
哲学

（楽しい＋自己成長＝ロータリーの親睦）

ロータリーは毎週の通常例会こそが親睦の場
（夜の例会はもちろん）

ケンドリック・ガーンジー（1947-1948 R.I 会長 )

天童ロータリークラブ／佐藤 友紀

社交クラブは楽しいが第一。しかし、楽しいだけではなく、
メンバー同士の接触を通し、自己成長を図る

会員同士の親睦を通して利他の心たるロータリー哲学を学ぶ
場＝所属するクラブの例会

週 1 回の例会で異業種のメンバー同士、刺激し合い学び合っ
て成長を図る。これでロータリーの親睦が完結する

奉仕は親睦の結果。まずは親睦、これがロータリーの考え方

一番の基本は例会への出席。自分のクラブこそがロータリア
ンにとって最も大切な場所
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例会＝心を磨く場。週１回の例会でメンバー同士切磋琢磨し
奉仕の心（利他の心）を形成08

ロータリアンとして一番大事なことは「例会への出席」
例会で心を磨き、社会を潤していく＝だからロータリーは例会出席に厳しい。09

人間の精神的持続限度はせいぜい１週間
キリスト教の週１回の拝礼のごとく、毎週の例会で利他の心
を繰り返し磨き続ける

10

ロータリーの親睦＝『入りて学び』11

07

01

ロータリーの

親睦

例会での
親睦

外に出て
実践（個人奉仕）

奉仕の心
（利他の心）の育成

1週間経って
また例会（循環）

①この繰り返しで
　ロータリーの心
　が出来ていく

②ロータリーは、
　人生の道場である
　（米山梅吉）

奉仕のイメージ＝お金や物を困っている人に施す。無償でボ
ランティア活動をする

ロータリーの奉仕とは、『何事においてもまず相手を思い、
相手に尽くす』利他の心を実践

ボランティア的な事は勿論だが、ロータリーの奉仕はもっと
もっと広い意味で利他の心を実践すること

仕事、家庭、社会生活全般で『まず自分以外の人の事を考え、
人様に尽くす』利他の心を実践＝ロータリーの奉仕

１９０５年＝初期のロータリー『相互扶助のみ』

１９０７年＝奉仕の概念が生まれる（世の為、人の為）
①親睦のエネルギーを、自分達以外の人々の幸せの為に使おう！
②ロータリー史上最大の気づきではないか
例会の親睦で磨いた利他の心を、外に出て実践＝ロータリーの奉仕
①ロータリアンの大半が経営者・管理者。まずは自分の仕事、
　会社、商売で実践
②経営者が自分の事よりも、お客様の事、社員の事、他関係
　先の事を考え経営する。それが職業奉仕
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職業奉仕（１９２７年）
①ロータリーは職業奉仕と個人奉仕
②商道徳を守り、利益を上げ、社会から信頼を得る
　→職業奉仕が出来ている
③他社では出来ないような、我が社ならではの良い仕事をする
   →職業奉仕
④お客様から『あなたの会社のお陰で、幸せな生活が送れます』
　→最高の職業奉仕
⑤『自社の利益追求が、人様の為にもなる』そんな経営をする事
　→職業奉仕

まずは自分の足元である仕事で、利他の心を実践＝『職業奉仕』
次に、職業奉仕で磨いた「奉仕の心＝利他の心」を広げていく
①地域社会に向けて、利他の心を実践＝『社会奉仕』
②外国に向けて、利他の心を実践＝『国際奉仕』
③将来を担う青少年育成に向け、利他を実践＝『青少年奉仕』
④『クラブ奉仕』（１９２７年）
　自分を磨いてくれるクラブを、円滑に機能させる為に、ク
　ラブ運営に関わるあらゆる活動に協力する事
　a. ロータリアンがロータリーの会合に出席する
       ⇒全て、自分を磨く為
   b. クラブ奉仕をやるのも、全て自分を磨くためのキッカケ
       という目的意識が大切
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ロータリーの

奉仕
The Five Avenues of
Rotary Service入りて学び 出でて奉仕せよ




